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目的　インフォーマルサービス提供においてNPO法人が抱える主な課題として，財政上の問題（活
動資金の工面が困難なこと）や，従事者（ボランティア）が確保できていないことがあげられ
る。本研究ではその課題を受け，従事に必要な経験と時間を持っている可能性が高い者の抱い
ている，家事援助を中心とする高齢者支援のボランティア活動へのイメージや参加意向につい
ての調査を行った。

方法　家事援助に従事可能な経験と時間を持っている可能性が高い，配偶者等の扶養に入っている
全国の40歳代から60歳代の女性に対してインターネットアンケートを行った。その結果のうち，
年齢，労働日数，世帯所得，同居家族，高齢者向けボランティア（主に家事援助）への興味・
イメージ・参加意向についての回答を利用して，各作業内容ごとに参加意向を持つ者の特徴を
分析するためのロジスティック回帰を行った。

結果　ボランティア参加意向を持つ者の属性においては，無償であることが前提の場合「60歳代」
の参加意向が強い一方で，有償になることでは「60歳代」の参加意向は高まらない傾向もみら
れた。有償であることで参加意向の高まる傾向は，作業内容では「清掃・洗濯」，属性では
「等価所得200万円より多く300万円以下」の層に顕著であった。また，仕事を持つ者に参加意
向の強さがみられる部分があり，特に「移送・送迎」で「労働日数週 4日以上」の者が興味を
示している傾向にあった。

結論　作業内容によっては半数以上が参加意向を示しているものもある一方で，現状のボランティ
ア参加割合が低いこと踏まえると，かなりの数の潜在的な従事者が活用できていない可能性が
示唆された。また先行研究の特徴と合わせても，60歳代の無償ボランティアにおいての参加意
向は注目に値するものと考えられる。

キーワード　インフォーマルサービス，家事援助，ボランティア，高齢者支援

Ⅰ　緒　　　言

　インフォーマルサービス（介護保険によらず
行われるボランティア等のサービス）は，介護
系（福祉系）NPOが積極的に取り組んでおり，
地域のニーズに応えるための先駆的役割を担っ
ているものもある1）。しかし，介護系NPOにお

ける先行研究2）にて介護保険の制度外サービス
提供において法人が抱えている主な課題として，
財政上の問題（活動資金の工面が困難なこと）
や，従事者が確保できていないことがあげられ
ている。
　そこで，家事援助を中心とする高齢者支援の
ボランティア活動において，潜在的な従事者が
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活動に対して持っているイメージや，各作業内
容における参加意向（無償・有償）に関して，
家事援助に従事可能な経験と時間を持っている
可能性が高い40～60歳代の女性に対してアン
ケートを行った。またアンケートの結果を元に，
全体的な傾向や回答者の属性による傾向の違い
などを探索的に分析し，それらの課題に向けて
取るべき対策を考察した。

Ⅱ　方　　　法

（ 1）　対象
　現状，保険外の家事援助（自立支援）などの
高齢者支援サービスに参加しているボランティ
アは，ほとんどが子育ての一段落した世代の女
性である，と考えられる。課題である従事者不
足を解決するためには，潜在的な従事者である
人々の意識を把握し対策を打つことが重要とな
る。本調査では，該当する人々のボランティア
に対する意識，ボランティアの各作業内容に対
する参加意向などを，ネットアンケートを通じ
て把握することを目的とする。
　調査は，予算上の理由と，現状で家事援助を

行っている人がその群に多いことから，40～60
代の女性を対象にした。また，フルタイムで働
いている女性は，継続的に家事援助のボラン
ティアに参加することは厳しいため，配偶者等
の扶養家族である群に限っている。これらの調
査対象の人々の，ボランティア活動や高齢者支
援についての意識を知ることは，従事者の確保
に資することが期待される。
　アンケートは，平成24年12月にクロス・マー
ケティング社のモニターを対象として実施した。
調査対象としたのは，配偶者等の扶養となって
いる40歳代から60歳代までの女性1,000名（う
ち89名が家事援助に限らず何らかのボランティ
ア活動に従事）である。それぞれの年齢層の人
数は，人口の年齢層別の比率（総務省統計局統
計調査部国勢統計課「国勢調査」の年齢各歳別
人口のデータ（平成22年10月 1 日現在）に基づ
く）に応じて割り振った（40歳代：322名，50
歳代：316名，60歳代：362名）。回答したモニ
ターの居住地（都道府県）は日本全国各地に分
散していたため，日本全体を母集団として，あ
る程度みなすことが可能である。また，訪問介
護員である女性には訪問介護員向けのアンケー

トへ誘導しているため，本
稿で扱うアンケートの回答
者は，訪問介護員以外の職
業に就いている者や専業主
婦などが対象となっている。

（ 2）　分析方法
　本研究ではその際の調査
結果の中から，本人の年齢，
本人の労働日数，世帯所得
（不労所得はアンケート回
答者が把握していないこと
が多かったのと，同居家族
の就労状態からの解釈を行
いたいため，ここでは勤労
による世帯所得に回答の
あった情報を利用），同居
家族の人数を確認するため
の質問（中卒後64歳までが

表 1　分析に用いた調査票上の質問の詳細
質問 回答の選択肢等

あなたは，家事援助サービスのボラン
ティア（有償・無償問わず）の活動に対
して，どのようなイメージをお持ちです
か。以下の中から当てはまるものを全て
お選び下さい。（複数回答／13，14は単
一回答）

1．地域社会のためにする活動
2．使命感を伴うやりがいのある活動
3．世の中や人のためにする活動
4．自分の経験や知識・技能を活かすことができる活動
5 ．自分の充実感，満足感を得ることのできる活動
6．人間性を豊かにすることができる活動
7．多くの人との交流を深めることができる活動
8．気軽にできる活動
9．経験や知識・技能がないとできない活動
10．無償で行う奉仕活動
11．自己犠牲による奉仕活動
12．苦労や危険を伴う活動
13．この中にはない
14．わからない

以下の内容のうち，やっても良いと思う
ものをお答えください。有償の場合は，
望ましい時給を選択してください。

無償，1～199円，200～399円，400～599円，
600～799円，800～999円，1,000～1,199円，
1,200～1,399円，1,400～1,599円，1,600～
1,799円，1,800円以上，やりたくない
※ 左記の全ての項目に対して，上述の選択肢
を 1つ回答する方式

食事作り
清掃・洗濯
買い物・用足し
車での移送・送迎
外出時の介助
食事の宅配
子どもの身辺の世話
独居高齢者の安否確認
高齢者の話し相手
その他の内容
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該当する生産年齢と，それ以外が該当する非生
産年齢の人数が区別できる形），高齢者向けボ
ランティアへの興味に関する質問，表 1に示す
家事援助サービスのボランティアに対するイ
メージに関する質問と，作業内容別のボラン
ティアへの参加意向に関する質問の回答を分析
に利用した。またイメージについての質問の比
較対象として，1993年に内閣府が行っているボ
ランティア活動に関する世論調査の結果3）

（2002年にインターネット上で公開）を用い，
対象の性別やボランティアの内容に特に制約を
付けていない場合のイメージとの比較を行った。
　また，それぞれのボランティア内容への無
償・有償それぞれでの参加意向を持つ者の特徴
を探るため，年齢層（グループ），同居パター
ン，等価所得（世帯収入を同居人数の平方根で
除したものを利用）を説明変数としたロジス
ティック回帰を行った。ロジスティック回帰を

用いた分析はSPSS Statistics 19
によって行った。

（ 3）　倫理的配慮
　本調査で利用したクロス・
マーケティング社は（一財）日
本情報経済社会推進協会による
「プライバシーマーク」を取得
しており，モニターの個人情報
保護を十分に配慮している組織
である。また，著者がその組織
より受け取ったデータは匿名化
がされた後のものとなっており，
データ分析結果も個票内の対応
関係は判別できない形のものを
本研究内では提示している。

Ⅲ　結　　　果

　ボランティアに対するイメー
ジで先行調査と今回の調査の結
果を比較したものを図 1に示す。
家事援助ボランティアに対して
40～60歳代の女性が持っている
イメージは，一般のボランティ
アに対して15歳以上の全年齢層
の人が持っているイメージと比
べて，「経験や知識・技能がな
いとできない活動」「苦労や危
険を伴う活動」とのイメージが
より強く持たれており，「世の
中や人のためにする活動」「自
分の充実感，満足感を得ること

地域社会のためにする活動
使命感を伴うやりがいのある活動
世の中や人のためにする活動
自分の経験や知識・技能を活かすことができる活動
自分の充実感，満足感を得ることのできる活動
人間性を豊かにすることができる活動
多くの人との交流を深めることができる活動
気軽にできる活動
経験や知識・技能がないとできない活動
無償で行う奉仕活動
自己犠牲による奉仕活動
苦労や危険を伴う活動

先行調査（ n＝2,144）   本調査（ n＝1,000）
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図 1　先行研究の一般のボランティアに関するイメージと，　　
　　本研究の家事援助ボランティアに関するイメージの比較

注　1）　*：比率の検定において両側 5 %で有意
　　2）　N／A：データなし
出典　㈱EBP政策基礎研究所
　　　「専門職以外の者にも提供可能なサービスの民営化に向けた利用者の支払意思額の
推定及び事業性分析に関する調査事業－多様なサービス提供主体としてのNPO等の
自主的活動の支援のために－（厚生労働省平成24年度老人保健事業推進費等補助金
（老人保健健康増進等事業分））」
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図 2　家事援助等高齢者向けボランティアの参加意向と
その際に求める報酬額（ｎ＝1,000）　　　

出典　㈱EBP政策基礎研究所
　　　「専門職以外の者にも提供可能なサービスの民営化に向けた利用者の支払意思額の

推定及び事業性分析に関する調査事業－多様なサービス提供主体としてのNPO等の
自主的活動の支援のために－（厚生労働省平成24年度老人保健事業推進費等補助金
（老人保健健康増進等事業分））」
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のできる活動」「人間性を豊かにすることがで
きる活動」「多くの人との交流を深めることが
できる活動」とのイメージの持たれ方は弱かっ

た。
　作業内容ごとのボランティアへの参加意向と
最低限必要と考える報酬についての考えを図 2

に示す。無償・有償を合わせた家事援
助等高齢者向けボランティアの参加意
向については，「買い物・用足しのボ
ランティア」への参加の意向を持つ者
が63.3%で最も多く，続いて「独居高
齢者の安否確認のボランティア」「高
齢者の話し相手のボランティア」がそ
れぞれ参加の意向を持つ者が60.5%，
56.0%となっていた。
　高齢者向けボランティアに興味を持
つ者（当該設問上で「現在していない
し興味もない」以外の回答を行った
者；全体の45.6%）の属性を分析した
結果について表 2に示す。興味を有意
に押し上げる影響のあった属性は，

表 2　 高齢者向けボランティアへの活動興味に関する
ロジスティック回帰分析の結果

応答変数：高齢者向けボランティアへの活動興味あり（あり＝ 1，なし＝ 0）

説明変数（二値） β 標準誤差 ｐ値 オッズ比

グループ_50歳代 0.182 0.170 0.285 1.200
グループ_60歳代 0.510 0.171 0.003 1.664
生産年齢・非生産年齢とも同居有 0.363 0.147 0.013 1.438
非生産年齢のみ同居有 0.114 0.207 0.582 1.121
等価所得100万円より多く200万円以下 -0.186 0.284 0.511 0.830
等価所得200万円より多く300万円以下 0.026 0.259 0.920 1.026
等価所得300万円より多く400万円以下 -0.335 0.306 0.273 0.716
等価所得400万円より多い 0.071 0.266 0.789 1.074
等価所得分からない -0.052 0.273 0.848 0.949
本人の労働日数週 1から 3日 0.469 0.222 0.035 1.598
本人の労働日数週 4日以上 0.299 0.158 0.059 1.348
定数 -0.657 0.282 0.020 0.518

注　1）　高齢者向けのボランティアへの活動興味については，当該設問の選択
肢上で「現在すでにボランティアで高齢者向けボランティアをしてい
る」「現在していないが，興味はある」「興味はないわけではないが，
きっかけがない，もしくはどのような活動・団体があるのか知らないた
めやっていない」を選んだ者を興味ありと判断している

　　2）　リファレンス（基準）は「グループ_40歳代」「生産年齢のみ同居あり」
「等価所得100万円以下」「本人の労働日数週0日」

　　3）　オッズ比がｐ＜0.05となった変数の行の内容を下線で示す

表 3　無償である場合の各種ボランティアへの参加意向に関する回帰分析結果の概要
ボランティアが無償であることが前提の場合

説明変数／応答変数 食事作り 清掃・洗濯 買物・用足し 移送・送迎 外出時介助 食事の宅配 子どもの世話
独居高齢者
の安否確認

高齢者の
話相手

グループ_50歳代
グループ_60歳代 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋
生産年齢・非生産年齢とも同居有
非生産年齢のみ同居有
等価所得100万円より多く200万円以下
等価所得200万円より多く300万円以下
等価所得300万円より多く400万円以下
等価所得400万円より多い ＋ ＋ ＋
等価所得分からない
本人の労働日数週 1から 3日
本人の労働日数週 4日以上 ＋
注　1）　＋…説明変数の係数が正の値（オッズ比が 1を超える）かつｐ＜0.05で有意
　　2）　リファレンス（基準）は「グループ_40歳代」「生産年齢のみ同居あり」「等価所得100万円以下」「本人の労働日数週 0日」

表 4　有償である場合の各種ボランティアへの参加意向に関する回帰分析結果の概要
ボランティアが有償であることが前提の場合

説明変数／応答変数 食事作り 清掃・洗濯 買物・用足し 移送・送迎 外出時介助 食事の宅配 子どもの世話 独居高齢者の安否確認
高齢者の
話相手

グループ_50歳代
グループ_60歳代 － － － － － － －
生産年齢・非生産年齢とも同居有 ＋ ＋ ＋
非生産年齢のみ同居有
等価所得100万円より多く200万円以下 ＋
等価所得200万円より多く300万円以下 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋
等価所得300万円より多く400万円以下 ＋ ＋ ＋
等価所得400万円より多い ＋ ＋ ＋
等価所得分からない
本人の労働日数週 1から 3日 ＋ ＋ ＋
本人の労働日数週 4日以上 ＋ ＋
注　1）　＋…説明変数の係数が正の値（オッズ比が 1を超える） かつｐ＜0.05で有意
　　2）　－…説明変数の係数が負の値（オッズ比が 1未満） かつｐ＜0.05で有意
　　3）　リファレンス（基準）は「グループ_40歳代」「生産年齢のみ同居あり」「等価所得100万円以下」「本人の労働日数週 0日」
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「60歳代」「生産年齢・非生産年齢とも同居
有」「本人の労働日数 1から 3日」であった。
　表 3，表 4に示すボランティア参加意向を持
つ者の属性においては，無償であることが前提
の場合「60歳代」の参加意向が強い一方で，有
償になることでは「60歳代」の参加意向は高ま
らない傾向もみられた。有償であることで参加
意向の高まる傾向は，作業内容では「清掃・洗
濯」，属性では「等価所得200万円より多く300
万円以下」の層に顕著であった。また，仕事を
持つ者に参加意向の強さがみられる部分があり，
特に「移送・送迎」で「労働日数週 4日以上」
の者が興味を示している傾向にあった。

Ⅳ　考　　　察

　家事援助のボランティアに対しては，回答対
象者を絞っているが故の特徴も出ていると考え
られるが，専門職に対して持たれるようなイ
メージ（経験や知識・技能がないとできない活
動であると思われているなど）に回答されてい
る傾向が，ボランティア全般に比べて強くなっ
ていた。一方で，ボランティア全般に持たれる
ことの多いイメージ（世の中や人のためにする
活動であると思われているなど）に回答されて
いる傾向は弱くなっていた。
　今回のアンケートでは，対象のボランティア
の作業内容を仕事として行うこともある訪問介
護員を除いて回答を得ている。そのため，一般
の女性が家事援助に従事することに，ハードル
の高さを感じていることがうかがえる。
　一方で，作業内容（例えば買い物・用足しや
独居高齢者の安否確認）によっては半数以上が
参加意向を示しているものもあり，現状のボラ
ンティア参加割合を踏まえると，かなりの数の
潜在的な従事者を活用できていない可能性が示
唆された。首都圏30㎞圏内と長野県，大分県で
一般のボランティアの参加率そのものについて
論じている先行研究4）においても，他の年齢層
と比べて60歳代の参加率の高さが示されている
ことから，60歳代の無償ボランティアにおいて

の参加意向は注目に値するものと考えられる。
また，子どもや高齢者（介護者）の同居により
問題意識の芽生えている傾向も似ているが，本
研究の場合は本人が十分な収入を得ていない者
が調査対象になっているので，ボランティアの
参加にあたっては，同居する他の働き手の金銭
面でのフォローが必要になる場合もあることが
示唆されている。さらに，60歳代以外で等価所
得中間層の者においては，ボランティアで得ら
れる金銭的報酬が参加を後押しする要因になる
ことも考えられる。
　また高齢者の地域社会での人的関わりと主観
的健康感に関する先行研究5）において，女性に
ついては地域の会合への参加頻度ではなく頼ま
れごとの頻度の大きさが主観的健康感を高めて
いるとの分析結果が出ている。本調査と回答者
の年齢層が共通しているのは60歳代のみである
が，仕事ほどではない「ちょっとした近隣互
助」が行う側にもメリットをもたらす可能性が
高いことが示されているといえる。

謝辞
　本研究は，厚生労働省平成24年度老人保健健
康増進等事業（老人保健事業推進費等補助金，
H24-老健-第 2 - 1 ）の助成を受けたものです。
　また，本研究の調査票設計にあたりご助言を
頂きました，岡山大学岸田研作准教授に厚く御
礼申し上げます。

文　　　献
1 ）本郷秀和．福祉NPOが主体となって地域の福祉に
取り組む．妻鹿ふみ子編著．地域福祉の今を学ぶ．
2010：126-39．

2 ）本郷秀和，荒本剛，松岡佐智，他．介護系NPOの
現状とサービス展開に向けた課題．福岡県立大学
人間社会学部紀要　2011；19（ 2 ）：1-18．

3 ）内閣府広報室．「生涯学習とボランティア活動に関
する世論調査」．（http://www8.cao.go.jp/survey/
h05/H05-11-05-10.html）2002.6.26．

4 ）跡田直澄，福重元嗣．中高年ボランティア活動へ
の参加行動－アンケート調査個票に基づく要因分
析．季刊社会保障研究　2000；36（ 2 ）：246－55．

5 ）立福家徳．地域社会での人的関わりと高齢者の主
観的健康との関連．厚生の指標　2013；66（ 7 ）：
8-13．



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.1000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo false
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo false
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 100
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 100
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 150
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 300
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 300
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects true
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName (Japan Color 2001 Coated)
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing false
      /UntaggedCMYKHandling /UseDocumentProfile
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


